
大谷選手からグローブが届きました。
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令
和
２
年
度
か
ら
始
め
た
定
額
タ
ク

シ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
次
年

度
は
更
な
る
進
化
・
深
化
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
町
内
の
公
共
交
通
は
広
島

電
鉄
三
段
峡
線
、
町
が
運
営
を
補
助
し

て
い
る
町
内
路
線
バ
ス
、
予
約
が
あ
っ

た
時
に
決
ま
っ
た
時
間
、
運
行
す
る
デ

マ
ン
ド
交
通
「
あ
な
た
く
」
の
３
本
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

う
ち
、
「
あ
な
た
く
」
は
、
周
辺
集

落
に
住
む
住
民
さ
ん
の
移
動
手
段
と
し

て
主
に
路
線
バ
ス
ま
で
の
交
通
結
節
点

を
結
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

自
宅
か
ら
目
的
地
（
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
）
ま
で
の
交
通
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
病
院
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
ま
で
路
線
を
延
長
す
る
な
ど
し
て

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
な
る
過
疎
化
の
進
行
に
伴
い
、
利

用
者
が
年
々
減
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
導
入
し
た
の

が
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
で
す
。

　

一
律
７
０
０
円
で
町
内
ど
こ
で
も
行

け
る
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
は
、
ご
好
評

を
い
た
だ
き
、
制
度
導
入
前
の
「
あ
な

た
く
」
の
年
間
利
用
者
１
２
，
７
９
８

人
が
、
令
和
４
年
度
の
「
あ
な
た
く
」

＋
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の
年
間
利
用
者

は
、
２
２
，
２
９
８
人
に
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
は
、
「
あ
な
た

く
」
の
利
用
者
５
，
５
１
５
人
に
対
し

て
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
は
１
６
，
７
８

３
人
と
、
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
が
町
内

交
通
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、

社
会
実
験
か
ら
「
あ
な
た
く
」
と
「
定

額
タ
ク
シ
ー
」
の
統
合
が
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」

と
「
あ
な
た
く
」
を
統
合
す
る
移
行
期

間
と
し
て
、
「
あ
な
た
く
」
を
段
階
的

に
減
便
し
、
運
行
経
費
を
削
減
し
な
が

ら
統
合
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
利
用
者
は
２
４
，
４
８
３
人

と
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
い
よ

い
よ
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
「
あ
な
た

く
」
を
全
て
廃
止
す
る
一
方
、
新
た
に

「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
と
「
あ
な
た
く
」

の
良
い
と
こ
取
り
を
し
た
「
新
・
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
」
を
開
始
し
ま
す
（
参

照
６
ペ
ー
ジ
）。

　

制
度
変
更
の
趣
旨
は
、
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
と
、
国
や
県
の
補
助
金
を

使
え
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
、
町
の

財
政
負
担
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

で
す
。

　

い
く
ら
便
利
な
制
度
で
も
、
持
続
可

能
で
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
ご
提
案
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の

点
で
過
疎
地
に
お
け
る
公
共
交
通
の
最

先
端
を
行
く
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
先
端
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の

運
用
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
は

不
可
欠
で
す
。

　

過
疎
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
引
き

続
き
飽
く
な
き
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

新・公共交通システム

vol.40

橋
はし

本
もと

　博
ひろ

明
あき

橋本　博明
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【単数回答】
「まあ暮らしやすい」が約60％と最も高くなっ
ています。また、『暮らしやすい』（「とても暮
らしやすい」「まあ暮らしやすい」の合計）が
『暮らしにくい』（「やや暮らしにくい」「暮らし
にくい」の合計）を31ポイント上回っています。

3 広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

■調査期間／令和６年１月12日～1月29日
■調査方法／郵送による配布・回収、オンライン回答

安芸太田町の暮らしについて
令和５年度
（894）

令和５年度
（894）

平成30年度
（1185）

平成30年度
（1185）

通院や買い物など

地域の将来

家族の健康や介護

仕事や雇用

年金制度や医療制度

家計の収入

災害や犯罪

子育てや子どもの将来

生き方や生きがい

なんとなく

その他

無回答

7.0

20.0

6.2

24.0

57.2

57.6

56.8

56.5

25.4

15.2

23.4

13.4

7.9

11.1

■とても暮らしやすい　■まあ暮らしやすい
■やや暮らしにくい　　■暮らしにくい　■無回答

■とても不安がある　■少し不安がある
■あまり不安はない　■ほとんど不安はない　■無回答

長期総合計画「わたしのまちづくりアンケート」集計（速報）

0

0

0

20

20

20

40

40

40

60

60

60

80

80

80

100

100

2.5

3.9

3.2

2.4

62.8

54.8

36.3

19.9

18.6

17.4

14.3

13.5

9.7

2.7

5.3

0.4

48.9

54.1

28.8

21.3

18.4

17.3

12.4

14.2

8.7

2.7

5.8

10.3

3.0

3.1

対象者数 回答者数 回答率
2,500名 894名 35.90％

　１月に実施した「わたしのまちづくりアンケ
ート」について、ご協力をいただきありがとう
ございました。
　現在、アンケートの集計・分析を行っていま
すが、速報値として一部抜粋して公表します。

　アンケートは速報値ですが、地域課題を整理
し、次期長期総合計画に反映するため、さらに
分析を行います。結果は随時公表していきます。

　

　

【単数回答】
「少し不安がある」が約60％と最も高くなって
います。また、『不安がある』（「とても不安が
ある」「少し不安がある」の合計）が『不安は
ない』（「あまり不安はない」「ほとんど不安は
ない」の合計）を59ポイント上回っています。

【複数回答、３つ以内】
（「不安がある」と回答された方のみ回答）
「通院や買い物など」62.8％、「地域の将来」
54.8％が50％以上と高くなっています。
平成30年度調査と比較すると、「通院や買い物
など」が大きく上昇しています。

広告

◦安芸太田町での暮らしについて、
　不安がありますか。

◦安芸太田町は暮らしやすいですか。

◦どのようなことに不安を感じますか。

（%）

（%）

（%）

■令和５年度（694）
■平成30年度（953）
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公
民
連
携
の
事
業
手
法
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

を
公
募
要
件
と
す
る
道
の
駅
再
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
参
加
表
明
を
行
っ
た
民

間
事
業
者
よ
り
提
案
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
事
業
者
選
定
に
係
る
審
査
委

員
へ
提
案
書
を
提
供
し
、
精
査
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
３
月
20
日

の
民
間
事
業
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
、
優
先
交
渉
者
を

選
定
す
る
予
定
で
す
。

道
の
駅
再
整
備
事
業産

業
観
光
課

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
橋
本
町

長
の
行
政
報
告
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

２
月
14
日
に
令
和
５
年
度
第
３
回
地

域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
５
月
よ
り
運
行
開
始
予

定
の
、
「
あ
な
た
く
」
と
「
定
額
タ
ク

シ
ー
」
を
統
合
し
た
「
新
・
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

委
員
か
ら
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
に
協
議
会
を
開
催
し
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算

案
並
び
に
保
険
税
率
案
に
つ
い
て
諮
問

を
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
予
定
し
て
い
た
保

険
税
率
の
準
統
一
は
、
諸
事
情
に
よ
り

見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
の

安
芸
太
田
町
地
域
公
共
交
通

会
議

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関

す
る
協
議
会

企
画
課

住
民
課

　

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
１

月
末
現
在
で
１
２
，
６
３
９
件
、
１
億

６
，
３
５
０
万
５
千
円
に
達
し
、
前
年

同
期
と
比
べ
て
プ
ラ
ス
16
％
と
、
目
標

の
２
億
円
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の

過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
巣
ご

も
り
需
要
が
落
ち
着
く
一
方
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
係
る
総
務
省
の
運
用
ル
ー

ル
が
厳
し
く
な
り
、
多
く
の
自
治
体
で

返
礼
品
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、

本
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
改

正
を
厳
守
し
た
上
で
、
経
費
の
見
直
し

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進税

務
課

　

10
月
23
日
か
ら
１
月
８
日
ま
で
、
も

り
か
で
買
い
物
を
す
る
と
20
％
の
ポ
イ

ン
ト
を
還
元
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
通
常
の
４
倍
以
上
と
な
る

約
９
，
３
５
０
万
円
分
の
も
り
か
が
利

用
さ
れ
、
約
１
，
８
７
０
万
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
し
た
の
で
、
合
計

約
１
億
１
，
２
２
０
万
円
が
地
域
内
で

消
費
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
振
興
に

も
り
か
の
運
用

企
画
課
・
産
業
観
光
課

３月議会
定例会

　

２
月
１
日
に
環
境
保
全
審
議
会
を
開

催
し
、
風
力
発
電
施
設
の
建
設
計
画
が

発
覚
し
て
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま

し
た
、
町
内
に
お
け
る
大
規
模
な
開
発

事
業
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
新
た
な

条
例
案
や
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
改
定
案
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ

き
ま
し
た
。

安
芸
太
田
町
環
境
保
全
審
議
会

住
民
課

加
え
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近

に
も
り
か
を
使
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

確
保
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
行
い
、
返
礼
品
の
値
上
げ
は
行
わ
な

い
こ
と
に
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
２
億
円
と
い
う
大
台
の
達

成
へ
向
け
て
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

医
療
費
推
計
等
に
基
づ
い
て
設
定
し
た

新
た
な
保
険
税
率
案
を
中
心
に
ご
審
議

い
た
だ
き
、
諮
問
ど
お
り
実
施
す
る
よ

う
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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恐
羅
漢
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
落
ち
着
き
、

行
動
制
限
が
無
い
中
で
、
12
月
18
日
か

ら
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

１
月
末
ま
で
の
利
用
者
数
は
約
４
０
，

７
０
０
人
で
、
前
年
度
比
７
．
７
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
電
鉄
、
恐
羅
漢
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
、
地
域
商
社
が
連
携
し
て
、
期

間
限
定
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
バ
ス
ノ
ー

旅
」
を
実
施
し
て
お
り
、
市
内
か
ら
の

広
電
バ
ス
利
用
を
条
件
と
し
て
、
ス
キ

ー
場
の
セ
ッ
ト
料
金
割
引
や
、
道
の
駅

で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る
等
、

観
光
誘
客
を
促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

冬
の
誘
客

産
業
観
光
課

　

本
事
業
の
実
施
に
向
け
、
２
事
業
者

か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
外
部
委
員
２
名

を
含
む
５
名
の
審
査
委
員
で
審
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
事
業
契
約
の
相
手
方
と

な
る
優
先
交
渉
権
者
（
提
案
時
の
グ
ル

ー
プ
名
：
合
人
社
計
画
研
究
所
グ
ル
ー

プ
）
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

提
案
内
容
で
は
、
当
初
示
し
た
10
か

所
の
候
補
地
の
中
か
ら
建
設
予
定
地
周

辺
地
域
の
ご
理
解
を
得
た
う
え
で
事
業

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
８
月
に
受
審
し
た
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
に
よ
る
訪
問
審
査
の
結
果

報
告
書
が
１
月
10
日
に
届
き
、
87
の
評

価
項
目
全
て
に
つ
い
て
、
一
般
病
院
の

認
定
基
準
に
達
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

認
定
期
間
は
交
付
日
か
ら
令
和
10
年

12
月
７
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

引
き
続
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン

　

か
ね
て
よ
り
課
題
で
あ
っ
た
看
護
補

助
者
の
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

外
国
人
特
定
技
能
人
材
派
遣
を
利
用
し

た
外
国
人
看
護
補
助
者
を
３
名
採
用
し

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
看
護
職
員
の
負

担
軽
減
お
よ
び
処
遇
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
看
護
補
助
者
配
置
加
算
の
算
定

に
よ
り
人
件
費
を
補
い
、
適
正
な
人
員

配
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
以
降
に
開
始
し
た
「
令
和

５
年
秋
接
種
」
の
接
種
率
は
、
本
年
１

月
21
日
現
在
で
、
町
内
全
人
口
の
４
０
．

７
８
％
、
65
歳
以
上
で
は
６
６
．
６
２

％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
県
内
で
１
位
の

接
種
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
無
料
で
の
接
種
は
３
月
末
ま

で
と
な
り
、
令
和
６
年
度
以
降
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
接
種

法
上
の
Ｂ
類
疾
病
に
位
置
づ
け
た
上
で
、

同
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
と
し
て
秋
頃

に
年
１
回
の
実
施
と
な
る
予
定
で
す
。

定
住
促
進
賃
貸
住
宅
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業

安
芸
太
田
病
院
病
院
機
能
評

価
受
審
結
果

外
国
人
看
護
補
助
者
受
入
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
特
例

臨
時
接
種
の
終
了
と
定
期
接

種
へ
の
移
行

建
設
課

病
院
事
業

病
院
事
業

健
康
福
祉
課

　

９
月
８
日
の
「
新
規
事
業
化
箇
所
」

決
定
を
受
け
、
国
道
１
９
１
号
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
改
修
に
関
し
て
広
島
県

と
９
月
29
日
付
け
で
協
定
お
よ
び
覚
書

を
交
わ
す
と
と
も
に
、
西
日
本
高
速
道

路
㈱
と
も
来
年
度
の
詳
細
設
計
を
合
同

で
実
施
す
る
た
め
に
12
月
28
日
付
け
で

基
本
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
引
き

続
き
着
実
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

建
設
課

を
柱
に
、
病
院
事
業
管
理
者
、
病
院
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
病
院
改
善

活
動
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。



6広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

「
新
・
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」
始
動

　

令
和
６
年
５
月
か
ら
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
と
「
あ
な
た
く
」
を
統
合
し

た
「
新
・
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」
を
運
行
し
ま
す
。

◦
運
行
開
始
日　

５
月
７
日
㈫

◦
定
額
タ
ク
シ
ー
と
の
主
な
違
い

①
運　
　

賃
…
５
０
０
円（
人
）

　

（
中
学
生
未
満
…
２
５
０
円
、　

６
歳
未
満
…
無
料
）

　

※
障
害
者
割
引
１
０
０
円

　

※
２
人
以
上
で
利
用
し
て
も
、
メ
ー
タ
ー
運
賃
に
関
わ
ら
ず
、

　
　

１
人
当
た
り
の
運
賃
は
５
０
０
円
で
す
。

②
利
用
回
数
…
制
限
な
し

　

※
１
年
間
の
利
用
制
限
が
な
く
な
り
ま
す
。

③
予
約
時
間
…
30
分
前

　

※
利
用
す
る
30
分
前
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
あ
い
の
り
（
他
の
利
用
者
と
同
乗
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

⑤
途
中
立
ち
寄
り
…
な
し

　

※
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
の
立
ち
寄
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆「
あ
な
た
く
」
と
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
の
お
知
ら
せ

　

◦
あ
な
た
く　

３
月
31
日
で
運
行
を
終
了
し
ま
す
。

　

◦
定
額
タ
ク
シ
ー　

５
月
６
日
で
運
行
を
終
了
し
ま
す
。

　

※
４
月
１
日
～
５
月
６
日
の
間
は
、
利
用
回
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
せ
ん
。

◆
新
・
公
共
交
通
の
愛
称
を
募
集
！

　

「
新
・
公
共
交
通
」
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
素
敵

　

な
ネ
ー
ミ
ン
グ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

◦
応
募
期
限
／
３
月
15
日
㈮

　

◦
応
募
方
法
／
①
応
募
用
紙
（
本
庁
・
各
支
所
・
安
野
出
張
所
）

　
　
　
　
　
　
　

②
応
募
フ
ォ
ー
ム
（
町
公
式
サ
イ
ト
）

　

◦
選
考
方
法
／
応
募
の
中
か
ら
選
考
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
、

　
　
　
　
　
　
　

公
式
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●問い合わせ先／企画課　☎28−1972町内公共交通
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石見交通（新広益線）　※網掛部分が運休対象です。

広
島
方
面

益田駅前 小　板 いこいの
村入口

松　原
郵便局

戸河内
落　合

安芸太田
町役場

戸河内
IC 加計BS 広島北

インター
広島バス
センター

広島
新幹線口

  7:00   8:13   8:19   8:24   8:34   8:38   8:44   8:51   9:03 9:43   9:55
14:20 15:33 15:39 15:44 15:54 15:58 16:04 16:11 16:23 17:03 17:15

益
田
方
面

広　島
新幹線口

広島バス
センター

広島北
インター 加計BS 戸河内

IC
安芸太田
町役場

戸河内
落　合

松　原
郵便局

いこいの
村入口 小　板 益田駅前

  9:45 10:00 10:40 10:53 11:01 11:07 11:11 11:21 11:26 11:32 12:47
18:30 18:45 19:25 19:38 19:46 19:52 19:56 20:06 20:11 20:17 21:32

石見交通（新広益線）ダイヤ改正のお知らせ
　石見交通の新広益線は、益田駅～安芸太田町～広島新幹線
口の間を１日２往復運行する路線です。
　この度、運行事業者の都合により広島方面行きの第２便・
益田方面行きの第１便を当面の間運休し、１日１往復となり
ます。ご迷惑おかけしますが、よろしくお願いいたします。

★改正後ダイヤ：下記のとおり
★改正日：4月1日㈪

●問い合わせ先／石見交通株式会社　☎0856︎−24−0080

◆
安
芸
太
田
町
加
計
５
８
７
０
番
地
２

　

オ
ー
ナ
ー
改
修
住
宅
№
02
加
計
土
居　

家
賃
／
月
額
５
万
円

◆
安
芸
太
田
町
戸
河
内
９
３
８
番
地
６　

家
賃
／
月
額
３
万
５
千
円

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
住
宅
№
01
上
本
郷　
　
　
　

（
駐
車
場
別
）

　

広
報
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
、
移
住
者
向
け
に
整
備
し
た
住
宅
２
棟
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

応
募
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
も
し
く
は
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
１
次
応
募
締
め
切
り
／
３
月
13
日
㈬

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課　

定
住
推
進
係　

☎
２
８−

２
１
１
２

移
住
者
用

移
住
者
用
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
住
宅
完
成

ン
住
宅
完
成
！！
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moricaに
関するお詫び

●問い合わせ先／企画課　DX推進係　☎28−196︎7

　moricaの決済において「期間限定ポイント」「期間限定マネー」「電子
マネー」の正しい順番で消費されていない現象が確認されました。
　間違った順番で消費された決済は、3月8日までには正しい残高に修正しま
す。ご迷惑をお掛けしたことをお詫びいたします。

　

国
指
定
文
化
財
で
あ
る
筒
賀
支
所
に
て
、

安
佐
北
消
防
署
安
芸
太
田
出
張
所
、
消
防

団（
第
７
分
団
）、
役
場
職
員
が
合
同
で
消

火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
場
職
員
に
よ
る
火
災
通
報
と
初
期
消

火
か
ら
、
常
備
消
防
、
消
防
団
に
よ
る
放

水
ま
で
を
行
い
、
各
機
関
の
連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
も
発
災
か
ら
２
か
月

が
経
ち
ま
す
が
、
支
援
に
関
す
る
本
町

の
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
職
員
派
遣

　
　

こ
れ
ま
で
２
人
の
職
員
を
１
週
間

　

ず
つ
派
遣
し
て
き
ま
し
た
が
、
引
き

　

続
き
、
後
続
の
職
員
派
遣
の
準
備
を

　

し
て
い
ま
す
。

◦
寄
付
金

　
　

本
庁
、
各
支
所
に
義
援
金
箱
を
設

　

置
し
、
１
，
１
８
７
，
９
４
０
円
が

　

集
ま
り
ま
し
た
。

消
防
団
の
活
動
紹
介

消
防
団
の
活
動
紹
介

１
月
26
日　

文
化
財

防
火
デ
ー
消
火
訓
練

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
安
芸
太
田
町
の
支
援

◦
ふ
る
さ
と
納
税
代
理
受
付

　
　

輪
島
市
に
対
す
る
寄
附
の
代
理
受

　

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
物
資
提
供

　
　

町
内
の
企
業
様
か
ら
「
稲
穂
の
暖

　

か
さ
」
と
い
う
暖
房
、
煮
炊
き
が
可

　

能
な
コ
ン
ロ
の
寄
贈
の
お
申
し
出
を

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
普
段
か
ら
、
災
害
が
あ
っ
た
時
の

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

役
場
庁
舎
な
ど
で

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
使
え
ま
す 

利用可能な場所 本庁・加計支所・筒賀支所の各ロビー付近
地域支援センター１階の共有フロア 

利用可能な時間 月曜日から金曜日（閉庁日を除く）８時30分～17時15分

接続可能な時間 １回あたり30分、１日４回まで  計120分

利用にあたって 注意事項・利用規約に合意されたうえで、SNS（Google、
Facebook）、Eメール認証が必要となります。

　

来
庁
さ
れ
る
人
の
利
便
性

向
上
や
、
災
害
時
な
ど
で
の

活
用
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
体
験
を
目
的
と
し
て
、
役

場
庁
舎
な
ど
に
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
で
き

る
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、
誰

で
も
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

Ｄ
Ｘ
推
進
係

　

☎
２
８

−

１
９
６
７

SSID:akiotafree2
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本
町
の
簡
易
水
道
事
業
と
下
水
道
事

業
（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
）
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一

部
を
適
用
し
、
会
計
方
式
を
公
営
企
業

会
計
に
移
行
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
が
上
水
道
の
整
備
、

下
水
の
処
理
な
ど
、
地
域
の
住
民
や
地

域
の
発
展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
を
行
う
た
め
に
経
営
す
る

企
業
活
動
を
総
称
し
て
「
地
方
公
営
企

業
」
と
い
い
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
が
運
営
す
る
事
業
の

実
態
に
合
わ
せ
、
効
率
的
な
運
営
が
可

能
と
な
る
よ
う
制
定
さ
れ
た
の
が
「
地

方
公
営
企
業
法
」
で
す
。

　

企
業
と
し
て
の
経
済
性
の
発
揮
、
本

来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
計
方
式
を
現
在
の
「
官
公
庁
会
計

（
現
金
収
支
の
み
を
記
録
す
る
単
式
簿

記
）」
か
ら
「
企
業
会
計
（
原
因
と
結

果
の
２
つ
の
側
面
を
同
時
に
記
録
す
る

複
式
簿
記
）」
に
変
更
し
ま
す
。

　

経
営
状
況
を
的
確
に
把
握
し
将
来
の

経
営
計
画
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
整

理
し
た
資
産
情
報
を
活
用
し
、
管
路
お

よ
び
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
更
新
を
計

画
的
に
進
め
、
今
後
も
持
続
可
能
な
事

業
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は

公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
ま
す

地
方
公
営
企
業
と
は

会
計
方
式
の
変
更

地
方
公
営
企
業
法
適
用
の
目
的

●問い合わせ先／建設課　上下水道係　☎28−196︎3

使用料収入の減少

適正な損益計算

環境

対策

設備の更新費用

計画的な維持管理

持続的で良質な
サービスの提供 地方公営企業法

現金主義
による記帳

発生主義
による記帳

◆現金の増加・減少のみ記帳

◆あらゆる資産価値の増減につ
　いて相手科目とともに記帳

複式簿記の採用により詳細な財政状況の把握が可能に

将来にわたって持続可能な経営の確保

単式簿記
（官公庁会計）

複式簿記
（公営企業会計）

●本町の簡易水道事業・下水道事業を取り巻く状況

人口の減少 膨大な資産
の老朽化

厳しい
財政状況

情報公開
の要請

「経営の見える化」による
経営基盤の強化が必要

令和6年
4月から

　

な
お
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
は

主
に
会
計
方
式
の
変
更
で
あ
り
、
使
用

者
の
皆
さ
ん
に
直
接
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
他
の
会
計
と
区
別
す
る
た
め

に
上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
の
色
を
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で

活
躍
す
る
大お

お
た
に
し
ょ
う
へ
い

谷
翔
平
選

手
か
ら
、
安
芸
太
田
町

の
各
小
学
校
へ
グ
ロ
ー

ブ
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
ブ
は
大

谷
選
手
が
全
国
の
小
学

校
に
寄
贈
し
て
く
れ
た

も
の
で
す
。

　

右
利
き
用
２
個
、
左

利
き
用
１
個
の
組
み
合

わ
せ
と
な
っ
て
い
て
、

大
谷
選
手
の
サ
イ
ン
が

印
字
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
写
真
入
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
が
届
き
ま
し
た

明
治
安
田
生
命
保
険
会
社
か
ら
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

安
芸
太
田
町
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
る
明
治
安
田

生
命
保
険
会
社
か
ら
、
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
の
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
９
月
29
日
に
は
筒

賀
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
、
令
和
６

年
２
月
14
日
に
は
修
道
放
課
後

子
ど
も
教
室
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
小

学
生
用
の
公
式
球
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

届
い
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は

さ
っ
そ
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
元

気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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戸
河
内
小
学
校
児
童
を
中
心
に
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
る
「
ゆ
り
か
ご
文
庫
」
さ
ん
が
、

「
広
島
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
奨
励
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
り
か
ご
文
庫
さ
ん
は
、
小
学
校
の
読
書
支

援
と
し
て
定
期
的
に
読
み
聞
か
せ
朝
会
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
た
め
日
々
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
、
受
賞
を
心
か

ら
お
祝
い
し
ま
す
。

広
島
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た　

写真左から２番目が矢立陸さん

ゆりかご文庫　代表　橋
はし
本
もと
絵
え
美
み
さん

「
第
61
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
」
へ
出
場

第
４
回　

安
芸
太
田
町
小
中
学
校
児
童
生
徒

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
４
回
安
芸
太
田
町
小
中
学
校
児
童
生
徒
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
（
主
催
／
安
芸

太
田
町
子
ど
も
会
連
合
会
、
共
催
／
安
芸
太
田
町
内
郵
便
局
・
安
芸
太
田
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
・
青
少
年
育
成
安
芸
太
田
町
民
会
議
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
令
和
６
年
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と
、
決
意
」
を
テ
ー
マ
に
年
賀
状
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
２
３
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
最
優
秀
賞
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
各
部
門
入
選
作
品
を
３
月
７

日
㈭
か
ら
３
月
21
日
㈭
ま
で
の
間
、
町
内
各
図
書
館
に
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

戸河内小学校１年

岡
おか

田
だ

　泰
たい

惺
せい

さん

戸河内小学校３年

山
やま

門
かど

　優
ゆ

那
な
さん

筒賀小学校６年

小
お

笠
がさ

原
わら

　晴
はる
さん

安芸太田中学校３年

本
ほん

宮
ぐう

　花
か

奈
な

さん

小
学
生
低
学
年
の
部

小
学
生
中
学
年
の
部

小
学
生
高
学
年
の
部

中
学
生
の
部
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第
61
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
、

２
月
６
日
～
９
日
に
長
野
県
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
安
芸
太
田
中
学
校

１
年
生　

矢や

立た
て

陸り
く

さ
ん
が
男
子
ス
ラ
ロ
ー

ム
に
出
場
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
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「
多
世
代
の
地
域
住
民
の
交
流
」
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
町
で
は
「
地
域
づ
く
り
×
多
世
代
交
流
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
初
め
て
の
交
流
企
画
と
な
る
「
つ
つ

が
餅
つ
き
大
会
」
を
１
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
雪
が
降
る
天
気
で
し
た
が
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
世
代

ま
で
の
45
名
が
参
加
さ
れ
、
掛
け
声
よ
く
餅
つ
き
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

で
き
た
餅
を
一
緒
に
食
べ
た
あ
と
は
、
年
度
末
に
筒
賀

地
区
住
民
向
け
で
発
行
す
る
予
定
の
「
つ
つ
が
ご
よ
み
」

に
記
載
す
る
事
柄
を
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
あ
げ
て
い
く

な
ど
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
多
世
代
の
地
域
住
民
の
交
流
」

が
は
か
れ
る
企
画
を
今
後
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「生涯活躍のまちづくり」の取組  −筒賀支所−

「
地
域
づ
く
り
×
多
世
代
交
流
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
！

　

本
籍
地
が
町
外
に
あ
る
人
で
も
お
近
く
の
役

場
窓
口
で
請
求
で
き
ま
す
。

●
請
求
で
き
る
人

　

本
人
、
配
偶
者
、
直
系
尊
属
（
父
母
、
祖
父

　

母
な
ど
）、
直
系
卑
属
（
子
、
孫
な
ど
）

※
郵
送
や
代
理
人
（
委
任
状
）
に
よ
る
請
求
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

●
請
求
で
き
る
証
明
書

　

戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

　

除
籍
全
部
事
項
証
明
書

※
亡
く
な
ら
れ
た
配
偶
者
の
婚
姻
前
の
戸
籍
や
兄

　

弟
の
戸
籍
の
証
明
書
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い
戸
籍
や
戸
籍

　

の
附
票
、
個
人
事
項
証
明
書
な
ど
の
請
求
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

●
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど

　

の
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書

　

類
（
最
新
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
有
効
期
間

　

内
の
も
の
）

※
学
生
証
や
保
険
証
で
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

３
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
証
明
書

３
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
証
明
書

の
請
求
が
便
利
に
な
り
ま
す
！

の
請
求
が
便
利
に
な
り
ま
す
！

　

筒
賀
拠
点
施
設
整
備
計
画
基
本
構
想（
案
）に

つ
い
て
、
今
年
度
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
施
設
と
の
関
わ
り

方
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
は
し
も
ト
ー

ク
を
通
じ
て
、
筒
賀
地
区
の
住
民
か
ら
な
る
団

体
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
事
業
者
や
子
育
て
世
代
、
女
性
グ
ル
ー

プ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
延
べ
27
人
が
参
加
さ
れ
、

構
想（
案
）へ
の
考
え
や
思
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
年

度
内
に
筒
賀
拠
点
整
備
計
画
策
定
委
員
会
を
開

催
し
、
基
本
構
想（
案
）を
検
討
し
ま
す
。

筒
賀
拠
点
施
設
整
備
計
画
基

本
構
想（
案
）の
意
見
交
換　
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住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

戸
河
内
出
身
。
40
年
以
上
廿
日
市
市
に
住

ん
だ
の
ち
、
安
芸
太
田
（
津
浪
ワ
カ
ヨ
）
に

Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
土
地
家
屋
調
査
士
の
川
本

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

企
画
課
☎
２
８−

２
１
１
２

Ｑ
Ｕ
タ
ー
ン
ま
で
の
人
生
行
路
を
お
聞

　

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

就
職
と
同
時
に
戸
河
内
か
ら
出
て
、
し
ば

ら
く
廿
日
市
市
に
住
み
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
目
標
の
「
土
地
家
屋
調
査
士
」

の
資
格
を
取
り
、
年
齢
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
に
も
っ
と
時
間
を

使
い
た
い
と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。　

　

趣
味
の
木
工
は
機
械
音
が
大
き
い
た
め
、

市
内
で
は
難
し
く
、
戸
河
内
の
実
家
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
が
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
町

内
で
探
そ
う
と
思
い
、
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

で
現
在
の
家
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
２
拠
点
生
活
の
予
定
で
し
た
が
、

近
所
の
方
々
と
の
交
流
が
と
て
も
心
地
よ
く
、

こ
こ
に
住
み
た
く
な
っ
た
の
が
経
緯
で
す
。

今
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
の
事
務
所
を
置
き
、

津
浪
地
域
に
関
わ
り
な
が
ら
、
趣
味
を
思
い

っ
き
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
町
内
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
？

　

車
も
運
転
し
ま
す
し
、
近
く
に
ス
ー
パ
ー

も
あ
り
不
便
は
特
に
な
い
で
す
ね
。
妻
が
市

内
へ
買
物
に
行
く
と
き
は
、
高
速
の
バ
ス
停

ま
で
送
迎
し
て
い
ま
す
。
便
利
が
良
い
と
こ

ろ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
地
域
活
動
に
つ
い
て

　

ワ
カ
ヨ
地
域
の
『
昭
和
会
』
に
入
り
、
地

域
の
環
境
保
全
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

７
名
の
少
人
数
で
す
が
、
毎
月
の
情
報
交

換
や
、
旅
行
に
行
っ
た
り
と
活
発
な
活
動
を

し
て
お
り
、
誘
っ
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。

Ｑ
趣
味
に
つ
い
て

　

10
年
ほ
ど
前
か
ら
木
工
（
挽ひ
き

物も
の

）
に
興
味

を
持
ち
、
機
械
を
揃
え
て
独
学
で
作
品
を
作

っ
て
き
ま
し
た
。
実
家
の
ヒ
ノ
キ
で
作
品
を

作
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
家
屋
調
査
士
の
仕
事
の
中
で
、

山
林
の
境
界
調
査
で
木
を
切
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
自
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
り
倒
し
丸

太
に
し
て
持
ち
帰
り
、
木
工
作
品
や
、
薪
に

し
て
使
用
し
ま
す
。
身
近
に
木
材
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
薪
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
！

　

お
風
呂
を
焚
く
の
に
使
用
し
ま
す
。
我
が

家
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
灯
油
と
薪
の
両
方
使
え

る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
。
ち
な
み
に
薪
わ
り
は

妻
の
仕
事
な
ん
で
す
よ
（
笑
）
薪
わ
り
機
で

割
り
ま
す
が
、
良
い
運
動
に
な
る
よ
う
で
す
。

Ｑ
畑
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
ね

　

妻
が
い
ろ
い
ろ
植
え
て
い
ま
す
。
白
菜
・

水
菜
・
玉
ね
ぎ
、
そ
れ
か
ら
お
花
も
植
え
て

い
ま
す
よ
。
ま
た
、
ポ
ポ
ー
や
び
っ
く
り
グ

ミ
の
果
樹
も
植
え
て
い
ま
す
（
笑
）

　

そ
の
他
６
～
７
種
類
の
果
実
を
植
え
て
、

食
べ
る
と
い
う
よ
り
鑑
賞
用
と
し
て
楽
し
み

な
が
ら
育
て
て
お
り
、
畑
は
主
に
妻
が
楽
し

ん
で
い
ま
す
ね
。

Ｑ
今
後
の
目
標
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

壮
大
な
話
で
、
夢
み
た
い
な
目
標
に
な
り

ま
す
が
、
休
耕
田
に
果
樹
を
植
え
て
、
畑
と

し
て
蘇
ら
せ
た
い
で
す
ね
。

　

耕
作
し
な
い
農
地
を
見
て
い
て
非
常
に
も

っ
た
い
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
化
も

あ
り
維
持
管
理
は
大
変
で
す
し
ね
。
な
の
で
、

少
し
ず
つ
で
も
思
い
が
形
に
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
最
後
に
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て

　

思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

空
き
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、
住
む
た
め
に
改

修
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
物
件
だ
と
思
い

ま
す
。
最
低
で
も
５
０
０
万
円
ほ
ど
は
か
か

る
で
し
ょ
う
。

　

物
件
自
体
が
安
け
れ
ば
、
そ
の
改
修
費
を

か
け
て
で
も
田
舎
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
は
市
内
に
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

田
舎
生
活
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
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「
誰
か
」
の
こ
と

じ
ゃ
な
い
。

令
和
５
年
度　
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー　

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

本
庁
住
民
課
☎
２
８−

２
１
１
６

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

８
日　

国
際
女
性
デ
ー

21
日　

国
際
人
種
差
別
撤
廃
デ
ー

3月

人権
カレンダー

人
権
擁
護
委
員
と　
　

　
　
　
　
　

そ
の
活
動

人権問題に関する相談窓口

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
に
埋
も

れ
て
い
る
人
権
問
題
を
す
く
い
上
げ
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
そ
の
経
験
を
い
か
し
て
、
地
域

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

池い
け

野の　

道み
ち

子こ

（
再
任
）

　

沖お
き

田た　

依よ
り

子こ

（
新
任
）

　

町
内
に
は
７
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
。
」
と
申

告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
事
案
に
応
じ
て
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
事
実
関
係
を

調
査
し
、
被
害
者
の
救
済
の
た
め
、
最
善

の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

人
権
の
花
運
動
『
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
』

常　設
相談所

広島市中区上八丁堀６番30号
広島合同庁舎3号館4階　広島法務局人権擁護部
●開設時間／月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）　
　　　　　　８時30分～17時15分まで

https://www.jinken.go.jp/

①人権に関わる問題
　みんなの人権110番

③いじめ・虐待などこどもの人権
　こどもの人権110番　
④外国語による人権相談
　外国語人権相談ダイヤル

◆インターネットによる相談窓口

②ＤＶ・セクハラなど女性の人権
　女性の人権ホットライン

フリー
ダイヤル

フリー
ダイヤル

フリー
ダイヤル

フリー
ダイヤル

電話による相談

SNS（LINE）による人権相談
アカウント名：SNS人権相談　　検索ID：@snsjinkensoudan
●開設時間／月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）８時30分～17時15分まで
※相談は無料で、秘密は厳守されます。

※時間外は留守番電話です。

0570−003−110

0120−007−110
0570−090−911

0570−070−810



住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

15

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6︎−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●本庁住民課　☎28−2116︎　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121

広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続き
について、「事前予約」を行っています。お待たせ時間の少ない「予
約相談」をぜひご利用ください。
◦予約相談希望日の１か月前から前日まで受付しています。
◦お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（基礎年金番号通知書、
　年金手帳など）をご用意ください。

　届出により、出産予定日（また出産日）が属する月の前月から４か月間は、保険料が免除にな
ります。免除された期間も保険料を納付したものとして、将来の老齢基礎年金の年金額に反映さ
れます。
　すでに免除手続きや納付をしていても届出ができますので、必ず届出をしてください。
（保険料を納付されている場合は後日お返しいたします。）
◦平成31年２月１日以降に出産された国民年金第１号被保険者の方が対象です。
　※妊娠85日（４か月）以上の出産が対象です（死産、流産、早産を含みます）。

◦出産予定日の６ヶ月前から届出ができます。出産後の届出はいつでも可能です。
◦産前産後免除期間中の方が対象です。
　※届書には母子健康手帳の写し・マイナンバーカード等が必要です。お気軽にお問い合わせください。

　20歳以上60歳未満の方は、国民年金への加入が義務付けられています。
　勤務先を退職（失業）されたときは、厚生年金保険から国民年金への変更の届
出が必要です。
◦勤務先を退職（失業）された方に扶養されていた配偶者も、国民年金への変更
　の届出が必要です。
◦勤務先を退職（失業）して会社員・公務員など厚生年金の被保険者である配偶
　者へ扶養される方は、配偶者の勤務先への届出が必要です。

※令和６年１月より老齢年金に加え、障害年金・遺族年金・未支給年金の相談がインターネット
　でも予約が可能になりました。 　 　 　 　 　 　 　 　　で検索してください。

年金相談・お手続きの際はぜひご予約を!　

産前産後期間は国民年金保険料の納付は不要です!

会社を退職（失業）された方は国民年金の届出が必要です!

ご予約の方法は、全国共通の予約専門受付番号（0570−05−4890）またはお近くの
年金事務所に電話・来訪時にお申込みください。

日本年金機構　予約相談
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そ　の　他

キッチンで　

リビングで 　

「COOL  CHOICE」は、個人の方、企業・団体の方も賛同登録することができます。

〜安芸太田町は、「COOL  CHOICE」に賛同登録しています〜

検索クールチョイス

国民運動 「C
クール

OOL C
チョイス

HOICE」
「COOL CHOICE」 とは、2030年度の温室効果ガス（CO2）

の排出量を2013年度比で46％削減するという目標達成のために、日本が
世界に誇る省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動など、温暖化対策
に資するあらゆる「賢い選択」を促す国民運動です。

地球温暖化問題

温暖化の原因

地球温暖化を緩やかにするために私たちにできること

　現在の地球は過去1400年で最も暖かくなっており、気温や海水温が上昇し氷河や氷床が縮小する現象は、
平均的な気温の上昇、異常高温（熱波）や大雨・干ばつなどのさまざまな気候の変化をもたらしています。
　これらの変化がもたらすさまざまな自然・社会・経済的影響に対して、解決策を見いだしていかなけれ
ばなりません。これが、地球温暖化問題です。

　地球温暖化の主な原因の一つとして、温室効果ガスの増加があげられます。大気中に含まれる二酸化炭
素などの温室効果ガスには、海や陸などの地球の表面から地球の外に向かう熱を大気に蓄積し、再び地球
の表面に戻す性質（温室効果）があります。
　人間活動による化石燃料の使用や森林の減少などにより、大気中の温室効果ガスの濃度は急激に増加し、
大気の温室効果が強まったことが原因と考えられています。

　地球温暖化対策の中で一番大きな課題が二酸化炭素の排出量の削減です。二酸化炭素の排出量を減らす
には化石燃料の消費を減らす必要があります。 
　日本の二酸化炭素排出量の約２割は、給湯や暖房、調理のためのガスの使用、電気製品の使用、それに
自家用車の利用などにより、わたしたちの日常生活から排出されています。このような二酸化炭素の排出
を減らすため、わたしたちにもできることがあります。 

●自宅でグリーンカーテンや屋上緑化に取り組む。
●マイバック、マイ箸などを持ち歩く。　●公共交通機関などを利用する。
●地産地消を心がける。　●できるだけエコ製品やリサイクル製品を購入。
●古い家電製品を省エネタイプのものに買い替える。　など

●冷蔵庫の扉をむだに開閉しない。　●冷蔵庫に詰め込みすぎない。
●炊飯器、電気ポットはできるだけ保温機能を使わない。
●残りご飯は保温せず冷凍して、レンジで解凍する。
●ご飯は残さず食べる。　●ごみの分別を徹底する。　など

●テレビのつけっぱなしをやめる。　●必要のない照明をこまめに消す。
●冷房時の室温は28℃以上、暖房時の室温は20℃以下で快適に過ごせるよう
　エアコンに頼りすぎないライフスタイルを心がける。
●使っていない家電の主電源を切る。　など



農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
委
員
を
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団

体
お
よ
び
農
業
者
か
ら
の
推
薦
、
ま
た
町

全
域
か
ら
の
公
募
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か

ら
農
業
に
関
す
る
見
識
を
有
し
、
農
業
委

員
会
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
方
を
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

し
ま
す
。

◎
募
集
人
数　

１
人

◎
担
当
予
定
地
区　

中
筒
賀

◎
応
募
資
格

①
安
芸
太
田
町
に
住
所
を
有
す
る
者
を
基

　

本
に
、
町
外
に
住
所
を
有
す
る
者
も
妨

　

げ
な
い
。

②
安
芸
太
田
町
の
職
員
で
な
い
者
。

◎
応
募
方
法

　

農
業
委
員
推
薦
届
出
書
、
農
業
委
員
応

募
届
出
書
の
い
ず
れ
か
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
推
薦
方
法

①
町
内
の
地
区
ま
た
は
町
内
全
域
か
ら
の

　

推
薦
の
場
合
は
、
農
業
者
、
農
業
者
が

　

組
織
す
る
団
体
そ
の
他
関
係
者
３
名
以

　

上
が
連
名
し
、
そ
の
代
表
者
が
文
書
を

　

も
っ
て
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

②
団
体
等
か
ら
の
推
薦
の
場
合
は
、
そ
の

　

団
体
、
組
織
の
代
表
者
が
文
書
を
も
っ

　

て
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
期
間

　

令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら

　

令
和
６
年
３
月
29
日
ま
で

◎
選
考
方
法

①
候
補
者
評
価
委
員
会
に
て
面
接
を
行
う

②
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

◎
任　
　

期

　

３
年
間
（
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
）

◎
年
額
報
酬

　

２
０
８
，
０
０
０
円

◎
応
募
用
紙

　

各
推
薦
届
出
書
お
よ
び
応
募
届
出
書
は
、

安
芸
太
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場

産
業
観
光
課
内
）
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

安
芸
太
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
役
場
産
業
観
光
課
内
）

☎
２
８−

１
９
７
３

　

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
車
両
を
所
有
（
登
録
）
し
て
い

る
場
合
に
、
年
税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を
さ
れ
て
も
、

そ
の
年
度
分
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
注
意
と
お
願
い
】

◎
現
物
を
廃
棄
処
分
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
登
録
が
残
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。
原
付
と
小
型
特
殊
に
つ
い
て
は
、
取
り
外
し
た
ナ
ン
バ
ー

　

を
持
っ
て
、
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
廃
車
手
続
き
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ナ
ン
バ
ー
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
申

　

し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
知
人
な
ど
に
譲
渡
し
た
場
合
、
名
義
変
更
が
必
要
で
す
。
手
続
き

　

さ
れ
て
い
な
い
と
、
前
所
有
者
に
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

◎
盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合
で
も
、
警
察
へ
の
盗
難
届
に
加
え
て
、
廃

　

車
手
続
き
が
必
要
で
す
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・
名
義
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す　
　
　
　
　
　

●
廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き

　

《
原
付（
125
㏄
以
下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
》

　
　
　

税　

務　

課
☎
２
８−

２
１
１
４

　
　
　

加
計
支
所

　
　
　

筒
賀
支
所

　
　
　

安
野
出
張
所

　

《
二
輪
の
軽
自
動
車
》（
125
㏄
超
250
㏄
以
下
）

　

《
二
輪
の
小
型
自
動
車
》（
250
㏄
以
上
）

　
　
　

広
島
運
輸
支
局

　
　
　
　

☎
０
５
０−

５
５
４
０−

２
０
６
８

　

《
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
》

　
　
　

広
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
　
　
　

☎
０
５
０−

３
８
１
６−

３
０
８
０
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介
護
保
険
は
、

40
歳
以
上
の
人
が

介
護
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
で
、
介

護
や
支
援
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る

支
え
あ
い
の
制
度

で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
、
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
40
歳
以
上

の
人
は
全
員
、
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
保

険
制
度
の
安
定
し
た
運
営
が
厳
し
く
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
納
め
て
い
な
か
っ
た
期

間
に
応
じ
て
給
付
に
制
限
が
つ
き
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
困
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の　

介
護
保
険
料
の　

納
付
に
ご
協
力
を

納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

お
願
い
し
ま
す
！

介
護
保
険
料
の　

介
護
保
険
料
の　

納
付
に
ご
協
力
を

納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

お
願
い
し
ま
す
！

納
付
期
限
を

過
ぎ
る
と
…

１
年
以
上

滞
納
す
る
と
…

１
年
６
か
月

以
上

滞
納
す
る
と
…

２
年
以
上

滞
納
す
る
と
…

役
場
か
ら
督
促
を
行
い
ま
す

介
護
保
険
を
利
用
し
た
際
に
、
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
費

用
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
、
役
場
へ
の
申
請
に
よ

り
認
め
ら
れ
た
場
合
は
あ
と
か
ら
保
険
給
付
（
費
用
の
９

割
～
７
割
）
さ
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
し
ま
す

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
は
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を

自
己
負
担
し
、
役
場
に
申
請
し
て
も
保
険
給
付
（
費
用
の

９
割
～
７
割
）
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
保

険
給
付
額
か
ら
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
相
当
分
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

保
険
給
付
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
、
そ
の
中

か
ら
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
相
当
分
が
差
し

引
か
れ
ま
す

滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
自
己

負
担
割
合
が
「
１
割
～
３
割
」
か
ら
「
３
割
～
４
割
」
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
や
居
住
費
・
食
費
の
負
担
軽
減
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
２
５−

０
２
５
０

介
護
保
険
料
に
は
納
付
期
限
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
も
納
め
忘
れ
て
い
た
場
合
は
、
速
や
か
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

滞
納
期
間
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
自

己
負
担
割
合
が
３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す

※
そ
の
ほ
か
に

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
滞
納

処
分
と
し
て
、
電
話
の
加
入
権
や
預
貯

金
な
ど
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
の
場
合
は
、

法
律
の
定
め
に
よ
り
、
保
険
料
滞
納
者

の
配
偶
者
及
び
世
帯
主
は
、
滞
納
保
険

料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
高
齢
社
会
を
支
え

る
大
切
な
制
度
で
す
。
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
ま
た
介
護
保
険
制
度
の
健
全

な
運
営
の
た
め
、
介
護
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〝
介
護
保
険
料
の
納
め

〝
介
護
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〟

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〟

〝
期
限
内
の
納
付
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〟

“
納
め
忘
れ
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
、
段
階
的
に
次
の
よ
う
な
滞
納
措
置

　

が
と
ら
れ
ま
す
！
〟

財
産
等
の
差
押

連
帯
納
税
義
務



通
い
の
場
の
紹
介

通
い
の
場
の
紹
介

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから
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加
計
・
滝
本「
ぼ
ち
ぼ
ち
会
」

　

令
和
４
年
10
月
に
開
始
し
て
、
昨
年
の
10

月
で
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
加
え
、
口
腔

機
能
の
維
持
・
向
上
が
見
ら
れ
る
「
か
み
か

み
百
歳
体
操
」
も
同
時
に
始
め
ら
れ
、
毎
週

一
回
元
気
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
一
回
、
体
力
測
定
も
実
施
し

て
お
り
、
や
る
気
十
分
に
２
年
目
も
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

●「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」と
は
？

　

週
に
一
回
行
う
こ
と
で
筋
力
の
維
持
向

上
が
の
ぞ
め
る
体
操
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

な
が
ら
、
座
っ
た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
し
た
テ

ン
ポ
で
行
う
体
操
で
、
誰
で
も
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●「
か
み
か
み
百
歳
体
操
」
と
は
？

　

口
腔
機
能
の
向
上
と
維
持
を
目
的
と
し

た
口
の
体
操
で
す
。
声
を
出
し
た
り
、
口

周
り
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
、
唾
液
が

出
や
す
く
な
っ
た
り
、
飲
み
込
み
の
改
善

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安

芸
太
田
町
で
は
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
と

合
わ
せ
て
通
い
の
場
で
勧
め
て
い
ま
す
。

滝本地区の体操の様子です。

「
自
分
た
ち
の
地
域
で
も
体
操
し
た
い
」

「
ど
ん
な
体
操
か
体
験
し
た
い
」
な
ど
、

通
い
の
場
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２

−
２
０
３
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　 【
令
和
６
年
度
安
芸
太
田
町
健
診
事
業
】

　
　
　

の
申
込
は
お
済
み
で
す
か
？

◎
申
込
方
法
お
よ
び
申
込
期
限

◦
申
込
書

　

３
月
15
日
㈮

　
　
　
　

必
着

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

３
月
22
日
㈮

◦
電
話
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

０
５
０−

３
６
４
７−

９
５
２
８

　

３
月
22
日
㈮　

平
日
９
時
～
17
時

　

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
申
込
期
限
以
降
の
受
付
は
で
き
か

　

ね
ま
す
。

　　

給
付
金
の
申
請
は
今
月
29
日
㈮
ま
で

　

安
芸
太
田
町
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
と
し
て
要
件
を

満
た
す
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
世
帯
主
の
人
に
対
し
、
１
世

帯
あ
た
り
７
万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
期
間
限
定
マ
ネ
ー
と
し
て
安
芸
太
田
町

地
域
通
貨
の
「
も
り
か
」
に
付
与
し
て
お
り
、
有
効
期
限
は

９
月
30
日
月
曜
日
で
す
。
期
限
内
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限　

３
月
29
日
㈮

※
未
記
載
の
確
認
書
が
届
い
て
い
ま
す
。
申
請
を
し
た
け
ど
決
定
通
知
が
届

　

か
な
い
と
い
う
人
は
健
康
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
２
５−

０
２
５
０

歯
科
衛
生
士

や
リ
ハ
ビ
リ
職
員

な
ど
専
門
職
も
支

援
に
行
き
ま
す

　

２
月
上
旬
に
送
付
し
た
「
健
診
の

し
お
り
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

◦
１
ペ
ー
ジ　

集
団
健
診
（
山
ゆ
り

　

健
診
）

◦
１
ペ
ー
ジ　

個
別
健
診
（
人
間
ド

　

ッ
ク
・
サ
ク
ッ
と
健
診
）

【
誤
】

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
２−

２
６
８
６
）

【
正
】

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
２−

０
６
８
６
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
☎
２
２−

０
１
９
６



国保税は納期限内に納めましょう。

安芸太田町国民健康保険からのお知らせ

●問い合わせ先
　本庁住民課 ☎28−2116︎　加計支所住民生活課 ☎22−1111　筒賀支所住民生活課 ☎32−2121

手続きが必要なとき 届出に必要なもの

国保に加入

するとき

他の市区町村から転入してきたとき 転出証明書
事業所の健康保険をやめたとき 資格喪失証明書
事業所の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者資格喪失証明書
子どもが生まれたとき 国民健康保険証、母子健康手帳

国保を脱退

するとき

他の市区町村に転出するとき 国民健康保険証
事業所の健康保険に入ったとき

事業所の健康保険証、国民健康保険証
事業所の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき 国民健康保険証

そ　の　他

住所（町内転居）、世帯主や氏名が変わったとき 国民健康保険証
修学のため、別に住所を定めるとき 国民健康保険証、在学証明書
保険証の破損や紛失で、再交付が必要なとき ※国民健康保険証（お手元にある場合）

注　　意！

◎届出の際には、本人確認（運転免許証や健康保険証等）や番号確認（マイナンバー
　カード）が必要になりますので、ご持参ください。
◎加入の届出が遅れると、国民健康保険に加入した時点から届出のあった時点までの
　国民健康保険税を、さかのぼって納めていただくことになります。
◎脱退の届出が遅れ、国民健康保険証を使用して治療を受けると、国民健康保険が負
　担した医療費を、あとから返金していただくことになります。

　３月から４月にかけては、就職や退職など異動の多い時期ですので、国民
健康保険に加入、脱退するときは、14日以内に本庁住民課または各支所住民
生活課に届出をしてください。

各種届出
について

次の日程においてマイナンバーカードの申請受付と交付時間を、延長します。次の日程においてマイナンバーカードの申請受付と交付時間を、延長します。

　　33月月2626日（火）日（火）　　受付時間受付時間／／88時時3030分～分～1919時時（本庁住民課・各支所）（本庁住民課・各支所）
また、また、33月月2020日日（祝）（祝） 88時時3030分～分～1212時まで受付けます時まで受付けます。。ぜひ、ご利用ください。ぜひ、ご利用ください。
※マイナンバーカードの受取は、通知書記載の※マイナンバーカードの受取は、通知書記載の交付場所へお越しください。交付場所へお越しください。

来庁が困難な人のご自宅に、職員が訪問してマイナンバーカードの申請をお手伝いします。来庁が困難な人のご自宅に、職員が訪問してマイナンバーカードの申請をお手伝いします。
（平日（平日99時時3030分～分～1616時時3030分分））

※ご希望の方は、本庁住民課および各支所住民※ご希望の方は、本庁住民課および各支所住民生活課までご連絡ください。生活課までご連絡ください。

●問い合わせ先／本庁住民課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121

①

②

マイナンバーカードの申請受付および交付時間の延長

マイナンバーカードの個別出張申請受付

マイナンバーカードの申請受付およびマイナンバーカードの申請受付および

交付の時間外・休日窓口の開設します交付の時間外・休日窓口の開設します
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地
域
商
社
で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
や

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
、
四
季
折
々
の
安
芸
太
田

町
の
大
自
然
を
舞
台
に
お
客
様
を
ご
案
内
す
る

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

１
月
27
日
に
第
１
回
が
ス
タ
ー
ト

し
、
第
２
回
は
２
月
10
日
、
第
３
回

を
２
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
候
補
者
向
け
の
養
成
講
座

で
す
が
、
既
に
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い

る
方
も
、
復
習
の
意
味
で
毎
回
参
加

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
か
ら
お
招
き
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
講
師
の
方
か
ら
「
安
芸
太
田
の

森
林
に
つ
い
て
」
「
企
業
、
自
治
体

の
『
健
康
経
営
Ⓡ

』
の
取
組
」
「
里

山
に
お
け
る
環
境
と
健
康
」
「
ガ
イ

ド
と
し
て
の
必
要
な
心
得
」
な
ど
大

変
有
意
義
な
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
龍
頭
峡
で
森
林
セ
ラ
ピ
ー

を
体
験
し
な
が
ら
実
践
的
な
ガ
イ
ド

の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

３
月
も
第
４
回
以
降
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

安
芸
太
田
の
深
い
魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
新
た
な
里
山
ガ
イ
ド
の
活
躍
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

一般社団法人地域商社あきおおた
〒731−3664 安芸太田町大字上殿632−2

　☎28−1800 FAX28−1843

〔あきおおたDMO〕【道の駅来夢とごうち】

地域商社あきおおた通信　第57号 https://cs-akiota.or.jp

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
」
募
集
中
！

あきおおたから
ホームページ

　

地
域
商
社
で
は
、
皆
さ
ん
が
写
真
や
動
画
を
共
有
で

き
る
よ
う
「
写
真
・
動
画
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
ト
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
住
民
の
方
、
観
光
客
の
方
に
安
芸
太
田
町
の

季
節
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
写
真
や
動
画
を
投
稿
し
て
も

ら
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
素
材
な
ど
で
使
い
た
い
人
が
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
投
稿
で
き
る
条
件
が
著
作
権
フ

リ
ー
の
も
の
だ
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
写
真
素
材
と

し
て
使
い
放
題
で
す
♪

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
地
域
商
社
で
撮
り
た
め
て
き
た

季
節
の
写
真
、
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
な
ど
も
少
し
ず
つ
ア

ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
サ
イ
ト
を
み
て
い
る
た
け
で
も
、

安
芸
太
田
町
の
四
季
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
開
催
も
企

画
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
、
そ
し
て
投
稿

し
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

　

現
在
地
域
商
社
で
開
発
中
の
「
祇
園
坊

柿
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
の
試
飲
会
を
開
催

予
定
で
す
。

　

こ
の
３
月
の
「
道
の
駅
マ
ル
シ
ェ
」
試

飲
会
で
、
皆
さ
ま
か
ら
味
や
香
り
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
次
回
の
仕
込

み
に
向
け
た
改
良
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
道
の
駅
に
立
寄
っ
て
、
「
祇
園

坊
柿
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
を
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
♪

TOPIX
皆
さ
ん
の
自
慢
の
写
真
・
動
画
を
投
稿
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

祇
園
坊
柿
味
の
ビ
ー
ル
飲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
あ
き
お
お
た
里
山
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
講
中
♪

安芸太田町
写真・動画
ライブラリー

3月の「道の駅マルシェ」は
3月31日㈰に開催予定!
お間違えのないように!

https://cs-akiota.or.jp/
library/
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全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

22

◆◆GO!GO!加計高通信　第115号◆◆

　
１
月
18
日　
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
市
内
に
あ
る
フ
ァ
ン

・
デ
ィ
ン
・
フ
ン
高
校
と
姉
妹
校
提
携
を
し
ま
し
た
。

　
加
計
高
校
で
は
韓
国
の
ソ
ラ
ク
高
校
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ

ワ
イ
の
ホ
ノ
カ
ア
高
校
に
続
い
て
３
校
目
の
姉
妹
校
提
携

で
す
。
来
年
度
か
ら
相
互
訪
問
を
中
心
と
し
た
交
流
を
行

う
予
定
で
す
。

　
加
計
高
校
で
は
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、
多
様
な
価

値
観
を
慮
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
２
月
２
日
、
広
島
駅
構
内
の
ｅ
ｋ
ｉ
ｅ
に
あ
る
「
安
芸
太
田
町
み
ん
な
の

店
」
で
の
安
芸
太
田
町
特
産
品
の
販
売
活
動
や
駅
利
用
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
し
た
結
果
を
分
析
し
て
、
商
品
開
発
の
立
案
や
販
売
方
法
の
工
夫
な

ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
安
芸
太
田
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

販
売
体
験
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

～
広
島
駅
構
内
「
安
芸
太
田
町
み
ん
な
の
店
」
～

ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ン

高
校
と
姉
妹
校
提
携
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国際交流だより国際交流だより

23

ロアルド ・ダール　Roald Dah lロアルド ・ダール　Roald Dah l
　新しく出た映画の「ウォンカとチョコレート工場の始まり」は観ましたか？

　ロアルド・ダールは1916年９月13日イギリスのウェールズで生まれました。1940年代に作家として有名

になり、その前は第二次世界大戦でイギリス空軍の戦闘機パイロットや情報将校として従軍していました。

　ダールの学生時代の成績はあまり良くなく、彼はおそらく読字障害を持っていたと広く受け入れられて

います。ダールは存在しない新しい単語もよく作っていました。こういう原体験が彼を遊び心のある児童

作家にしていきました。そのおかげで現在ダールはウォンカみたいな奇矯で忘れられないキャラクターで

有名です！

　ダールの作品をいくつか紹介します！映画化された作品はみんなが楽しめると思いますので、その原作

小説を紹介します。すべての小説は短くて読みやすいので中級から上級の英語レベルの方はぜひ原文を読

んでみてください！

　イギリスで撮影された最近の大ヒット映画です。主人公のウィリーウ

ォンカはカリスマ性のあるチョコレートの魔術師です。ロアルド・ダール原作の有

名な児童小説「チャーリーとチョコレート工場」を基にした３回目の実写映画です。

　今回はこの有名な英作家について紹介します。そして皆さんも彼の素晴らしい物

語を読みたくなったらいいなと思っています。

広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

ナターシャのページ

★チャーリーとチョコレート工場

★オ・ヤサシ巨人ＢＦＧ（1982年）

★マチルダ（1988年）

★父さんギツネバンザイ（1970年）

　上記の映画の原作でもあり、1964年に出版された。ある男の子がチョコレートの中にラッキーチケットを引

き当て、チョコレートのマジカルな工場のツアーに招待される。チョコレート魔術師のウォンカは工場のオー

ナーで子どもたちをいろんなハプニングがある冒険ツアーに連れていくことになる。映画化された作品はどっ

ちもゴールデングローブ賞 主演男優賞にノミネートされているので、どれを観ても楽しいといます。

　私の一番のお気に入りはこちらです。ＢＦＧは「The Big Friendly Giant」の略で大きくて、やさしい巨人

という意味です。タイトルの通りの主人公の巨人はある女の子と出会い、巨人の国にある彼のヘンテコなおう

ちに招待する。二人はとても仲良くなり、イギリスの女王様のところにも訪れることになる！2016年のディズ

ニー映画もお勧めします。

　映画化され1996年作の実写版が良いです！2022年作のミュージカルの踊りもとてもいいので、どっちもお勧

めします。主人公の女の子は早熟で読書が大好き。しかし、彼女の通っている学校では鬼のような校長がいる。

　2009年作ストップモーションアニメの映画「ファンタスティック Mr.FOX」の原作です。ロアルド・ダール

の独特な物語の創造性は、人気監督ウェス・アンダーソンのユニークなビジュアルスタイルによって完璧に捉

えられています。この物語は地元の農家とライバル関係にある擬人化された賢いキツネの話です。

　そして、ロアルド・ダールを語る上で、彼の生涯をともに描いたイラストレーター、クエンティン・ブ

レイクを抜きにしては語れません。クエンティン・ブレイクは、ロアルド・ダールの18冊の本に挿絵を描

いており、彼の個人的な画風は、多くの人々の想像力の中で、ロアルド・ダールのキャラクターとほとん

ど切り離せません。これらの本を探して、手に取ってみていただけると嬉しいです！

3月28日㈭ 10時〜
地域支援センター
1階交流フロア（戸河内診療所横）

■と　き／

■ところ／

　CIR（国際交流員）のベロニカと一緒にペンやシ
ールなどで卵の飾り付けをして、世界で一つのイー
スターエッグを作りませんか。

■参加費／無料　※どなたでも参加できます。事前予約不要。

●問い合わせ先／産業観光課　☎28−196︎1

※材料は準備します。もし、飾り付けに使いたいマスキングテー
　プやシールなどがあれば持参してください。※イースターとは、キリスト教でイエスキリストの復活を祝う日

イースターエッグ作りイースターエッグ作り

参加者募集のお知らせ参加者募集のお知らせ

イースターエッグ作りイースターエッグ作り

参加者募集のお知らせ参加者募集のお知らせ



　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、戸河内小と安芸太田中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより

　１月26日、１・２年生が恐羅漢スノーパークでスキー教室を行いました。毎年恒例の

スキー教室ですが、今年も、恐羅漢スノーパークや安芸太田町商工会など多くの皆様の

協力をいただきながら開催することができました。関係の皆様には感謝申し上げます。

　絶好のコンディションの中、全校でスキー教室を行いました。全校を７班に分けて、それぞれのレベルに合

わせて講師の方に指導していただきました。初めてスキーに挑戦した人は、まずはスキー板をはいて雪の上を

歩くことから、上級者の班は、何度もリフトに乗り、高い所から滑りおりていました。

　今年は、本校の職員９名・講師の方９名に加えて、保護者の方10名に長靴隊として児童の補助にあたっても

らいました。おかげで、これまで以上に安全に効率よくスキー教室を実施することができました。そして、ほ

とんどの子どもたちが、スキーに親しみ、スキーの楽しさを実感することができたように思います。「今度、

休みの日にまた行きたい！」という言葉は、とても嬉しい声でした。安全には十分気をつけて、これからも長

くスキーに親しんでほしいと願います。関係者全ての皆様に、心より感謝申し上げます。

◦すべり方なども教えてもらいながら何回もすべりました。最初はこわかったけど、

　とても楽しかったと思いました。休みの日とかに行ってみようかなと思いました。

◦今季節初めてのスキーで楽しかったです。次は、もっと高い所に挑戦したいです。

◦先生にはげまされてがんばれました。リフトに何回ものれたので楽しかったです。

◦ハの字で止まれてうれしかったです。リフトに一人でのれたのもうれしかったで

　す。来年もよろしくおねがいします。

暖冬なんて吹き飛ばす　冬恐羅漢を満喫

スキー教室

１月30日　スキー教室in恐羅漢スノーパーク戸河内小より

安芸太田中より

24広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

　暖冬と言われている今年の冬ですが、年末に雪が降ったものの年明けから例年

より気温が高く雪が降らなかったために、スキー教室の開催が心配されていまし

たが、スキー教室直前の火曜日から雪が降り、30cmしかなかったゲレンデの積

雪が100cmを超える積雪となり、絶好のゲレンデコンディションの中でスキー

を楽しむことができました。

　天候はあいにくのくもり空でしたが、頂上まで上がったグループもあり、雪不

足では体験できなかったコースを楽しく、安全に滑ることができました。

高学年児童の日記より
（抜粋しています。）

低学年児童の講師の方へ
のお礼のメッセージより
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図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

読んでミンサイ新刊案内読んでミンサイ新刊案内
『暗号資産をやさしく教えてくれる本』

『一日一万歩を続けなさい』

『今が見えてくるアメリカ合衆国50州図鑑』

『はじめての新NISA見るだけノート』

『ねこの名画案内』　　

『シャーロックホームズの凱旋』（小説）

『東京都同情塔』（芥川賞）

『ともぐい』（直木賞）

『互換性の王子』（小説）

『八月の御所グラウンド』（小説）

『墓じまいラプソディ』（小説）

一　

般　

書

児　

童　

書

『知図を描こう！』

『石は元素の案内人』

『おまえうまそうだな さよならウマソウ』
（絵本）

『ちいさないえのりすいっか』（絵本）

『学級委員は負けない』（よみもの）

『マリはすてきじゃない魔女』（よみもの）

『直紀とふしぎな庭』（絵本）

　川越の携帯ショップで働く

梨沙は、六本木のセレブ妻と

いう設定で、ＳＮＳに投稿し

ているが、反応はほぼ無い。

ところが、保護犬を引き取っ

た話題に多くの「いいね」が

付き、〈保護犬さくら、港区

女子になる〉というマンガを

投稿しはじめる。

　保護犬さくらのマンガは人気となり、編集者か

ら書籍化のオファーが入る。出版できれば億単位

の収入も夢ではない。梨沙はさくらに似た保護犬

コロンちゃんを手に入れるため、面談や家庭訪問

を嘘で乗り切ろうとするが想定外の“殺人事件”

に出くわして…。嘘に嘘を重ねる梨沙の周囲にも

嘘と謎がからみあう。傑作長編ミステリー。

佐藤青南╱著 実業之日本社

移動図書館やまびこ号運行日
３月５日（火）・６日（水）

７日（木）・８日（金）

『一億円の犬』

本館月末休館日 ３月２９日（金）

「りぶしるＰＯＰコンテスト「りぶしるＰＯＰコンテスト20232023」」

入  賞!入  賞!

ひろしま
環境の日

広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」と定めています。まず
は、できることから!! みんなでエコな活動を率先して実践していきましょう。

やってみようエコドライブ！
～ふんわりアクセル （発進時に５秒間で20km/h）～

●4月6日（土）のテーマは

今月のおススメ本今月のおススメ本

広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

　休館中は、川・森・文化・交流センター１階の
返却ボックスをご利用ください。
　戸河内・筒賀分室は通常通り開館しています。
ご協力をお願いいたします。

　夏休み子ども一日司書体験で作成されたＰＯＰ
が「りぶしるＰＯＰコンテスト」で優秀賞１点、
佳作２点に輝きました。おめでとうございます。

本館年度末整理にともなう休館日

３月14日（木）〜20日（水）
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あ
な
た
も
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
ま
せ
ん
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

５
月
５
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
、
広
島
フ
ラ
ワ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
き
ん
さ
い
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
」
に
【
安
芸
太
田
元
気
森
も
り
推
進
隊
】

が
出
場
予
定
で
す
。
勇
壮
な
笛
と
太
鼓
に
あ
わ

せ
た
健
康
体
操
「
神
楽
よ
さ
こ
い
」
を
披
露
し

ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
・
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
す
る
踊
り
手
、

あ
お
り
隊（
応
援
隊
）、
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
安
芸
太
田
町
の
元
気
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
ょ
う
。

◆
締　

切
／
３
月
15
日
㈮
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

☎
２
２−

０
１
９
６

◆
日　
　

程
／
４
月
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日
㈰

　
　
　
　
　
　

※
予
備
日
４
月
14
日
㈰

◆
点
火
時
間
／
山
頂　

午
前
11
時
30
分

　

（
予
定
）　

山
麓　

正
午

　

※
作
業
状
況
に
よ
っ
て
、
点
火
時
間
は
変
更

　
　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
山
焼
き
当
日
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、
飲
食
ブ
ー
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な
ど
の
出
店

　

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
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だ
さ
い
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●
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光
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１
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６
１
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〔
受
験
資
格
〕

①
平
成
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年
４
月
２
日
～
平
成
15

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者 

②
平
成
15
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４
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２
日
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ま
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⑴
大
学
を
卒
業
し
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３
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⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者 

〔
採
用
予
定
数
〕

①
採
用
予
定
数
に
つ
い
て
は
、
別

　

途
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
ま
す
。 

②
採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
人

　

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。 

〔
試
験
の
程
度
〕

　

大
学
卒
業
程
度

〔
受
験
申
込
方
法
〕

◦
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

に
よ
り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

国
税
専
門
官
募
集
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア

　

ド
レ
ス

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

〔
受
験
受
付
期
間
〕

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み 

　

２
月
22
日
㈭
～
３
月
25
日
㈪

（
３
月
25
日
㈪
ま
で
に
申
込
デ
ー

　

タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限

　

り
受
け
付
け
ま
す
。） 

〔
第
１
次
試
験
〕

◦
試
験
日

　

５
月
26
日
㈰

◦
試
験
地

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
松
江
市
、

　

岡
山
市
、
広
島
市

◦
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験

　

（
多
肢
選
択
式
）

　

専
門
試
験

　

（
多
肢
選
択
式
、
記
述
式
） 

〔
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
〕

　

６
月
18
日
㈫

〔
第
２
次
試
験
〕

◦
試
験
日

　

６
月
24
日
㈪
～
７
月
５
日
㈮
の

　

う
ち
指
定
す
る
日
時

◦
試
験
地

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
広
島
市

◦
試
験
種
目

　

人
物
試
験

　

身
体
検
査

〔
最
終
合
格
者
発
表
日
〕

　

８
月
13
日
㈫

〔
受
験
案
内
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ

　

ト
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　

〒
７
３
０

−

８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

−

30

　

☎︎
０
８
２−

２
２
１−

９
２
１
１

　
　

内
線
３
６
３
５
・
３
７
４
３

　

ま
た
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務

　

課
へ

〔
採
用
案
内
情
報
等
〕

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

https://w
w
w
.nta.go.jp/

　

about/recruitm
ent/index.

　

htm

〔
そ
の
他
〕

　

国
税
の
職
場
は
、
理
工
・
デ
ジ

タ
ル
系
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
新
た
な
試
験
区
分

（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
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温
井
「
自
然
観
察
と
春
の
山
菜
の
会
」

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

町
内
小
学
校
・
中
学
校
の
卒
業

式
と
入
学
式
は
、
次
の
日
程
で
執

り
行
う
予
定
で
す
。

町
内
小
中
学
校
の
　

卒
業
式
と
入
学
式
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

温
井
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
「
自
然
観
察
と
春
の
山
菜
の
会
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
講　
　

師
／
武た

け

内う
ち　

一か
ず

恵え

先
生

◆
日　
　

程
／
４
月
22
日
㈪
受
付
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

※
雨
天
決
行

◆
集
合
場
所
／
温
井
ダ
ム
リ
ゾ
ー
ト
駐
車
場

◆
参
加
費
／
お
一
人
２
，０
０
０
円
※
講
師
料
、
昼
食
、
保
険
料
含
む

◆
募
集
人
数
／
50
人

◆
受
付
期
間
／
３
月
13
日
㈬
～
４
月
５
日
㈮

◆
持
参
物
／
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
　

飲
み
物
、
雨
具

●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課　

☎
２
８−

１
９
６
１

広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

学　　　校 卒　業　式 入　学　式
期　　日 開始時間 期　　日 開始時間

加 計 小 学 校 ３月19日㈫ 10：00 ４月９日㈫ 13：30
筒 賀 小 学 校 ３月19日㈫ 9：30 ４月９日㈫ 10：30
戸河内小学校 ３月19日㈫ 9：30 ４月９日㈫ 10：45
加 計 中 学 校 ３月９日㈯ 9：30 ４月９日㈫ 9：30
安芸太田中学校 ３月９日㈯ 9：30 ４月９日㈫ 9：00

　

長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
関
す

る
わ
た
し
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ

ー
ト
に
合
わ
せ
て
、
広
報
カ
レ
ン

ダ
ー
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
広
報
誌
を
読
む
人

は
８
割
以
上
で
す
が
、
カ
レ
ン
ダ

ー
を
活
用
し
て
い
る
人
が
32
％
あ

る
も
の
の
、
活
用
し
て
い
な
い
人

が
50
％
以
上
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
に
伴
い
、
カ
レ
ン

ダ
ー
は
４
月
号
か
ら
広
報
誌
の
中

へ
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
配
布
方
法
が
変
わ

り
ま
す
が
今
後
も
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

◆
カ
レ
ン
ダ
ー
利
用
の
ア
ン
ケ
ー

　
ト
結
果

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課
☎
２
８−

１
９
７
２

　

平
成
26
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
特

例
措
置
が
令
和
５
年
度
で
終
了
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
て
い
る
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課

　

☎
２
２−

０
１
９
６

広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に

関
す
る
お
知
ら
せ　

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
】

特
例
措
置
は
３
月
で

終
了
し
ま
す　
　
　

活用して
いる

32.0%

活用していない
51.6%

無回答
16.4%

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時

　

４
月
２
日
㈫
・
５
月
７
日
㈫

　

13
時
～
15
時

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階

　

診
察
室
（
広
島
県
西
部
保
健
所

　

広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
抗

体
・
梅
毒
検
査
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
無
料
検
査
日
程
の
お
知
ら
せ

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

３
月
末
で
終
了
し
ま
す

◦
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
期
間
は
３
月
末
ま
で
で
す
。
希
望
さ
れ

　

る
場
合
は
各
自
で
早
め
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
町
内
で
の
接
種
可
能
日
は
少
な
い
た
め
、
日
程
が
合
わ
な
い
場
合

　

は
町
外
で
の
広
域
接
種
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
券
が
な
い
人
や
転
入
さ
れ
た
人
は
発
行
申
請
を
行
っ
て
予
約

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
予
約
電
話
番
号
の
変
更

　

接
種
券
の
発
行
・
町
内
で
の
接
種
予
約
・
変
更
は
、
健
康
福
祉
課

（
予
約
・
相
談
専
用
☎
２
５

−

０
９
３
１
）
で
受
付
け
て
い
ま
す
。



28広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

●
安
芸
太
田
町
ご
み
分
別

　

五
十
音
事
典
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト　
　

　

令
和
６
年
２
月
よ
り
「
安
芸
太
田
町
家
庭
ご
み
分
別
五
十
音

事
典
」
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
十
音
事
典
に
掲
載
し
て
い
る
品
目
を
中
心
に
登
録
し
て
い

ま
す
の
で
、
分
別
の
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
は
次
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
友
だ
ち
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手　

順

　

①
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

　

②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
「
友
だ
ち
追
加
」
を
行
う

　

③
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
追
加

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
（
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
）

☎
２
３−

１
１
２
０

山
県
警
察
署　

☎
２
２－

０
１
１
０

令
和
６
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
警
察
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
受
付
期
間
】

　

３
月
１
日
㈮
～
４
月
16
日
㈫　

17
時
ま
で

【
第
一
次
試
験
】

　

５
月
12
日
㈰

【
試
験
資
格
】

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
採
用
時
32
歳
ま
で
）

【
受
験
申
込
手
続
き
等
】

　

一
次
試
験
に
は
各
種
資
格
に

よ
る
加
点
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

加
点
対
象
資
格
の
確
認
や
受

験
申
込
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
込
の
詳
細
、
そ
の
他
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
山
県
警
察
署
ま
た
は
最
寄

り
の
駐
在
所
等
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

警
察
官
に
な
っ
て
、
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  23−00067

広告

0120−116116

安
芸
太
田
町
ご
み
分
別
五
十
音
事
典

安
芸
太
田
町
ご
み
分
別
五
十
音
事
典

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
追
加

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
追
加

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

ご
み
の
分
別
に
協
力

ご
み
の
分
別
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

を
お
願
い
し
ま
す



安芸太田町は… 　　 2,562人　　 　2,945人　　5,507人　3,029世帯  　令和6(2024)年2月29日現在

し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120−32−9026︎
　へお願いします。

３
月

８日㈮ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
11日㈪ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
12日㈫ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

13日㈬ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

15日㈮ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
18日㈪ 修道
19日㈫ 津浪一円・筒賀東区
22日㈮ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

25日㈪ 天神町・巴町・道の口・古市・新町
神田町・空条・本町・東旭町・西旭町

26日㈫ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
27日㈬ 程原・津都見・船場・来見

４
月

１日㈪ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
２日㈫ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
３日㈬ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
５日㈮ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
８日㈪ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
９日㈫ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

10日㈬ 小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

今月の当番医

来月の当番医

３月

７日㈰　落合整形外科内科（整形外科）
14日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
21日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
28日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
29日㈪　安芸太田戸河内診療所（内科）

10日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
17日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
20日㈬　安芸太田病院（救急サブセンター）
24日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
31日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

今月の納税等

○国民健康保険税…………………第10期
○後期高齢者医療保険料…………第９期
○介護保険料………………………第12期

（納期限:４月１日）
※納期限を必ず守りましょう。

３月

４月

29 広報安芸太田　令和６（2024）年　３月号

粗大ごみ収集日

※粗大ごみ集積場所に出してください。
　（一般のごみ集積所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている収
　集区域です。収集区域によって収集日が異なりますの
　で、お間違えのないようお願いします。

３
月
11
日
㈪

粗大ごみ③区域
川登・穴阿・田之原・丁川・神田町・新町
古市・空条・本町・東旭町・西旭町・天神町
巴町・滝本・加計土居・上調子・加計山崎
見入ヶ崎・加計上原・鮎ヶ平・西調子・明ヶ谷
穂坪・高下・上堀・下堀・江河内・垰・鵜渡瀬
木坂・温井・猪山・平見谷・鹿篭頭	

３
月
25
日
㈪

粗大ごみ④区域
辻ノ河原・遅越・香草・津浪・附地・光石
坪野・来見・船場・津都見・程原・宇佐・澄合
久日市・早木・芦杉・坂根・穴本郷・五反田
出口・田野原・周川・穴槙ヶ原・穴上原・昌原
横山・香郷・千本・名護木・黒峠

3月15日（金）

●問い合わせ先
　衛生対策室 ☎23−1120（ポックルくろだお）
　本庁住民課 ☎28−2116︎
　加 計 支 所 ☎22−1111
　筒 賀 支 所 ☎32−2121

特定家庭用機器廃棄物の収集日
（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

　買い替えの場合は、取扱店に相談してください。そ

のうえで引き取り手がない場合、郵便局でリサイクル

券を購入し、衛生対策室または本庁住民課および各支

所住民生活課へ収集の申し込みをしてください。

　上記の収集日に衛生対策室の職員が戸別に収集に伺

います。その際、リサイクル券とは別に収集運搬料金

3,850円（家電１台当たり・税込）が必要です。

●リサイクル料金の目安（家電１台当たり）

※メーカーや大き
　さにより料金が
　異なります。
　なお、リサイク
　ル券を購入する
　際、振込手数料
　が別途必要です。

エアコン 990～9,900円
テレビ（薄型も含む） 1,320～3,700円
冷蔵庫・冷凍庫 3,740～6,149円
洗濯機・衣類乾燥機 2,530～3,300円
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30この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

広報「安芸太田」をアプリで読むことができます
　本町では気軽に広報「安芸太田」を読んでいただくため広報アプ
リ「マチイロ」を導入しています。冊子を持ち歩くことなく「いつ
でも・どこでも」読むことができます。
　●対応機種／スマートフォン・タブレット端末
　　※インターネットの通信料がかかりますのでご注意ください。

リンク先／町公式サイト

※中段「導入方法」からダ
　ウンロードいただけます。

●無料アプリのダウンロー
　ドはこちら

令
和
６
年
立
志
式

（
青
少
年
育
成
安
芸
太
田
町
民
会
議
主
催
）

　

２
月
３
日
、
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で

立
志
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
学
２
年
生
28
名
が
式
典
に
臨
み
、
各
学

校
の
生
徒
を
代
表
し
て
、
加
計
中
学
校
の
福ふ

く

田だ

大た
い

賀が

さ
ん
と
安
芸
太
田
中
学
校
の
小お

笠が
さ

原わ
ら

桜お
う

音ね

さ
ん
が
将

来
の
夢
と
志
を
誓
い
、
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く

決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
加
計
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
穴
地
域

で
農
業
を
経
営
し
、
野
菜
の
生
産
、
販
売
な
ど
を
さ

れ
て
い
る
合
同
会
社
穴
フ
ァ
ー
ム
Ｏ
Ｋ
Ｉ
代
表
の
沖お

き

貴た
か

雄お

さ
ん
を
講
師
に
、
経
験
値
を
コ
ツ
コ
ツ
積
み
上

げ
、
自
信
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
言
葉

の
力
の
凄
さ
を
活
動
を
交
え
な
が
ら
生
徒
に
伝
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福田大賀さん小笠原桜音さん沖　貴雄さん


